
第5学年算数科学習指導案
日 時  平 成 15年 9月 9日 (火) 5校 時

児 重  5年 1組  男 14名  女 14名  計 28名

指導者 小 野寺 教 子
1 単 元名  小 数のかけ第とわり算を考えよう に小数のかけ算とわり第(2)]

2 単 元の指導にあたって

(1)教 材について

子どもたちはこれまでに,乗 法や除法では,被 乗数や被除数が小数の場合の 「X整 数」 「■整数」

を学習してきている。

本単元では,乗 数が小数の場合や除数が小数の場合の乗法及び除法の意味とその計算のしかたを理解

させることをねらいとしている。乗数が小数の場合は,同 数累加と捉えることができない。そこで,も

う一度かけ算の意味を見直し,乗 数が小数の場合でも,乗 数が整数の時と同じように乗法が適用できる

という,乗 法の意味の拡張を図ることになる。また,乗 数が小数の計算のしかたでは,小 数点の位置に

着目してこれを移動し,整 数に置き換えて整数の計算と同様な考え方で積を求める。さらに,小 数にお

いても整数のときと同様に,交 換,結 合,分 配法則が成り立つことも確かめる。除法についても,除 数

が整数だけでなく小数の場合にも使えるようにするために,わ り算の意味を 「1つぶんの量」を求める計

算という意味に拡張する。また,除 法の計算のしかたは,除 数と被除数を同じ数で割っても同じ数をか

けても商はかわらないという計算のきまりを活用することによつて,整 数の計算に帰着させて答えを求

める。さらに,小 数について,比 較量キ基準量=何 倍,基 準量×何倍=比 較量,比 較量十何倍=基 準量

が成り立つことを理解する。

本単元は,第 6学 年における乗数や除数が分数の場合の乗法,除 法の意味の拡張の基礎となる。

(2)児 童の実態について

学級の多くの子どもたちは,計 算が得意である。また,自 分の考えをノー トに書いたり友だちの話を

聞いて共に考えたり,分 からなければ 「分からない」と素直に反応したりすることもできる。しかしな

がら,式 や図を使って自分の考えを簡潔に表現したり説明したりするなどの,筋 道を立てて考えること

は苦手な子どもが多い。

1学期には 「0。1のいくつ分で考える」 「10倍 して1/10する」の考え方を使つて 「小数×整数,小

数十整数」の学習をしている。本単元では,ほ とんどの子どもが 「10倍 して1/10する」の考え方を用

いて形式的に筆算を処理し,小 数 X小 数の答えを容易に求めることができるであろう。しかしながら,

10倍 した数の意味を考えたり,な ぜそれが言えるのかを数直線や計算のきまりを使って筋道立てて説

明したりすることは十分でないと思われる。また,小 数そのものの理解が不十分な子どもが3名 おり,

個別指導を続けている。

(3)指 導にあたって

① 単 元を通じての手立て

算数での基礎 ・基本を確実に身に付けるためには,以 下の 3点 のとらえが必要である。

ア 意 味をよく理解できるようにすること

イ 数 学的に工夫し考えることができるようにすること

ウ 習 熟し活用できるようにすること

そこで本単元においては,そ れぞれの具体的な手立てを以下のように設定する。

ア

イ

数直線の活用,瞑 答の活用

演解的に考える場の設定

りの活動

ア 数 直線の活用,摂 答の活用

本単元は乗法の拡張を図るのであるが,そ の根底には 「1とみる」という考え方があるととらえてい

る。その考え方を直観的に理解させるために数直線を活用する。
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乗法の意味の拡張は次のように行う。まず,同 数累加が成り立たない 「×小数」の場合でも整数で成

り立った言葉の式に当てはまるであろうと類推して立式させる。そして,数 直線に表したときに 「×整

数」の場合の数直線と位置関係が同じであることをとらえさせる。さらに,既 習である 「ひとつ分の数
Xい くつ分=全 部の数」という数直線の見方から,「 もとにする数を1と みること」及び数直線上で

「Aを 1と みるとBに 当たるところがA× B」 という考え方にとらえ直しを図るようにする。

また,自 力解決は,大 切な既習活用の場であると捉える。
一人一人が既習を活用しながら解決しよう

とすることに価値があると考える。そこには,誤 答や途中までの考えもあるかもしれない。それらを話

し合いの場にのせ,間 違えたわけやこのあとの解決方法を考えることを通して,よ り確実な意味の理解

を図るようにする。

イ 演 解的に考える場の改定

筋道を立てて説明することを苦手としている子供たちであるため 「なぜそれがいえるのか」 「なぜそ

れは間違いなのか」を説明する場を仕組むようにする。ある 「きまり」を見つけだし 「分かつているこ

とからどんなことがいえるのか」 「その根拠は何か」について 「～だから」 「なぜなら～」という言葉

とともに式や数直線で説明できるようにさせたい。そのために,式 や数直線で表現することを促し,友

達の書いた式や図を読んだり既習事項の何を根拠にその式や図が書かれたかを考えさせるようにする。

このことは,考 え方の根拠となる 「計算のきまり」 「小数の性質 (十進位取り記数法)」 「数の相対

的な見方」に繰 り返し触れることにもつながるであろう。

ウ 問 題作りの活動

小単元の終末で課題を発展させる場として問題作りの活動を取り入れる。問題作りの活動を通して,

意欲的に計算問題に取り組むことができるようになるであろう。また,小 数の乗法や除法が用いられる

場の理解を深めたり,ど んなに桁数が多い小数であつても計算の方法を活用して整数の計算に帰着でき

る小数の仕組みのよさに気づくことができるであろう。

② 本 時の手立て

O授 業の初めに筆算の隠督を取り上げ 『なぜ間違いなのかゴを通寛する掌習活動とする

通常は,計 算の仕方をもとに筆算の仕組みを考えさせるのであるが,本 時は初めに筆算形式を子ども

に考えさせる。筆算の小数点の付け方を問題にすることで 「間違っているわけをはつきりさせるために

計算の仕方を考えよう」という問いを生むことができると考える。

また,比 較検討後に 「誤答のわけを説明する場」を設定することで,計 算の仕方と筆算の小数点の移

動とをより深く関連づけることができるようにする。

①領に返す増面を多く政定する
一人一人が 「分かる」ために,一 人一人の子どもが考えなければならない場面を設定する。ノー トに

書く,手 を挙げて立場をはっきりさせる,隣 の席の人に説明をするなどの活動を通して,学 び合いが
一

部の子どもだけのものにならないようにしたい。

3 単 元の目寝

○乗数が小数の場合の乗法や,除 数が小数の場合の除法の意味とその計算のしかたについて理解し,そ
れを用いる能力を伸ばす。また,計 算法貝Jは小数の場合でも成 り立つことを理解する。
[関心 ・意欲 ・態度]・ 乗数や除数が小数の場合でも,既 習の整数の計算の数曇関係などをもとにして,

乗法や除法の式に表そうとする。

[数学的な考え方] ・ 整数の乗法,除 法計算と関連付けて,乗 数が小数の乗法,除 数が小数の除法の

[表現 ・処理]

[知識 。理解]

計算のしかたを考える。
・乗数が小数の乗法,除 数が小数の除法の計算をすることができる。
・乗数が小数の乗法,除 数が小数の除法の意味やその計算のしかたを理解する。

4 指 導計画 (21時 間)

第 1次 小 数のかけ算…………………………………………9時 間 (本時 3/9)
第 2次 小 数のわり算…………………………………………8時 間
第3次  小 数倍とかけ算 ・わり算……………………………3時間
第4次  ま とめ…………………………………………………1時間
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5 本 時の指導

(1)ね らい

。1/10の 位までの小数どうしをかける筆算のしかたを理解する。

(2)本 時の評価親準

□ 整 数の乗法の計算の仕方に帰着して,1/10の 位までの小数どうしをかける計算のしかたを考えることが

できる。

過程 学習活動 輔 教師の働きかけと予想される児童の反応 指導上の留意点 (評価)

課

題

把

握

数値を考

え な が ら

問題を把

握する

かけ算で立

式できるわ

けを考える

課題を把握

する

6

問題を把握 させる

lmの 重さが2,3kgの パイプがあります。

このパイプ  mの 重さは何k=で すか。

○どうしてかけ算だと思うのですか。

・一つ分が 2.3kgで ,い くつ分が 2.8mで ,全

部の重さを聞いているからです。
・式は 2.3X2.8で すど

①数直線図をかいて本当にかけ算の形になつてい

るかを確かめましょう。

・一つ分といくつ分が分かつていて,全 部のとこ

ろが日になっているから,か け算です。

・2.3が1つ分で,2.8に あたる大きさを求めるか

らかけ算です。

2 課 題を把握させる

①前の学習と違うところはどこでしょう。

・小数×小数になっています。

小数X小 数の筆算のしかたを考えよう

「整数×/ J数ヽ」と 「/ 1数ヽ ×/ 1ヽ

数」が未習であることは前時

に確認しておく。

問題文の数値を抜かして板書

する。 どんな数値が書かれる

と思 うかを予想させながら,

本時の課題を明確にしていく。

時間を制限し,各 自に数直線

をかかせるようにする。
i

数直線に↑を書き込むことで、

数量の関係を明らかにする。

自
　
　
力

　

解

　

決

自力 解 決

1をする

3

3 筆 算の仕方を考えさせる 小数点をつける位置で悩むこ

とが予想される。早く終わつ

た子には,困 つていることや

疑問も書かせる。

2 . 3       2 . 3

× 2 . 8     × 2 . 8

1 8 4     1 8 4

4 6      4 6

6 4 . 4      6 。 4 4

比

較

答えを発表

し合う

4 掌 算の仕方を発表させる

○筆算の仕方を発表しましょう。

・小数点をまっすぐに下ろしたら,64.4に なりま

した。

見積もりから,小 数点をまつ

すぐに下ろしただけでは正し

い答えにならないことを確認

する。
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検

討 4

。小数点をどちらに付けたらいいのか,分 かりま

せん。

・小数点は, 6と 4の 間につけました。

・見積もりから,64.4は 正しくありません。

正しい積はどうして 6と 4の

間に小数点が付くのかを考え

させ,小 数点の付け方が問題

であることを焦点化する。

自

力

解

決

自力解決2

をする

5

5 計 算の仕方を考えさせる

①どうして小数点を,こ こ (6と 4の 間)に 付け

るのかそのわけを考えましょう。

・整数X整数の形に直して計算する

・横の式を板書して,方 法の見

通しとする。

・早く終わった子には,筆 算と

結びつけて考えるように促す。

比

検

　

　

検

討

計算の仕方

を発表する

12

6 計 算の仕方を発表させる

○困つていることを発表しましょう。

困つている子どもの考えを取

り上げ,キ 10な のか+100な

のかを考えさせる。

なぜ 10倍 しているのかを問

い,整 数×整数にしているこ

とを確認する。

「単純な整数への置き換え」や

「式表現」から,÷ 100で ある

ことを理解させる。

式表現が出ない場合は教師が

式を示して理解させる。

2コ X2.8の 積は 23X28の 積

を 100で わればよいことを確

認する。

! 2 , 3 × 2 . 8  = 6 . 4 4        1

1 ↓×1 0  ↓×1 0  ↑キ1 0 0 ? ■1 0 ?    |

1 2 3  ※ 2 8  = 6 4 4          1

○■10なのか■ 100なのかを話し合いましょう。

・10を 2回かけたので, 10で 2回わります。

だから,キ 10oです。

・例えば2X3だ ったら20X30=600で ,

÷ 100をするからです。

・2 ,  3 X 2 . 8  = 6 .  4 4

↓X lo ↓ ×lo  ↑■ 100

2 3   X 2 8  = 6 4 4

2 3 X 1 0 X 2 8 X 1 0 ( X 1 0 × 1 0 だから÷ 1 0 0 )

般

化

筆算の仕方

をまとめる

練習する

筆算の仕方を考えさせる

練習問題 をさせ る

4.3   2.5

× 3.2  Xl.3

1 . 4

× 4 2

陸数X整到 ErJ、数点コ

23   ・・・右へ1けた

×28  ・ ・・右へ1けた

1 8 4       1 8 4

4 6         4 6

6.44    ×  100-,   644  … ・ 左へ2けた

←■ 100

× 1 0 →

× 1 0 →

・原理をもとに,筆 算の仕方を

まとめる。ここでは,「整数に

直して計算すること」「小数点

の移動の仕方」をまとめる。

・全体で筆算の仕方をまとめた

後,一 部を抜いた学習プリン

トを使つて,筆 算の計算の仕

方を隣の人に説明させる。

【評価】(方法 発 言 ・プリント)

・練習問題では,既 習も与え,

かけ算の筆算は常に整数のか

け算に帰着 して計算 している

ことを統合的に捉えさせる。

・小数点をいくつ動かすのか,

形式的に処理する方法につい

ては,次 時の初めに行 う。
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6 指 導 ・解宙計画  単 元名 5年   小 数のかけ算とわり算を考えよう (2) ～ 小数のかけ第～

(1)単 元到違目票

乗数が小数の場合の乗法や,除 数が小数の場合の除法の意味とその計算の仕方について理解し,そ れを用

いる能力を伸ばす。また,計 算方法は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する。

(2)単 元の肝宙規準

関心 ・意欲 ・態度 数学的な考え方 表現 ・処理 知識 ・理解

①小数の乗法の計算の意味に

ついて,数 直線や図などを

用いて,整 数の計算の意味

と関連づけて考えようとす

る。

①整数の場合に成り立つ式の形は,小 数

の場合も同じように成り立つととら

え,整 数や小数の情報の意味を (規準

にする大きさ)X(割 合)=(割 合に

当たる大きさ)に まとめて考える。

②小数の乗法の計算の仕方について,小

数の意味と表し方,数 の相対的な大き

さの見方や計算の性質などを生かして

考える。

①小数の乗法が用いられる

場面において,計 算の意

味などを数直線や図に表

したり,式 に表したりす

ることができる。

②1/10の位までの小数どう

しの乗法の計算ができ

る。

①小数の乗法がどのような場面で用い

られるかを理解している。

②1/10の位までの小数どうしの乗法の

計算の仕方について理解している。

③小数の乗法で成り立つ性質が小数の

場合にも用いられることを理解す

る。

(3)単 元の判断基準

本時の目標 評価規準

(場面 ・方法)

判 断 基 準 C 努 力を要すると判断さ

れた児童への対応A 十 分満足できる B 概 ね満足できる

数

の

け

算

1

2

刀ヽ数をかけることの

意味と整数X小 数の

計算のしかたを理解

する。    (

国①小数をかけることの意

味を考えようとしている。

(自力解決のノート)

圏 ②既習の整数X整数,小

数X整数 (1/10の位まで)の

計算の仕方を考えている。

(自力解決のノー ト)

問題場面を言葉の式や数直

線などに置き換えて,数 量

の関係をとらえ,乗 法の意

味を説明しようとしてい

る。

数の相対的な見方,乗 法に

成り立つ性質などを活用し

て,多 様な方法で計算の仕

方を考えている。

問題場面を言葉の式や数

直線などに置き換え,数

量の関係を式に表してい

る。

数の相対的な見方,除 法

に成り立つ性質のいずれ

かの方法で,計 算の仕方

を考えている。

整数X整数と整数X小 数の

数直線図を対比して,整 教

X整 数の場合と同じ関係で

あることに気づかせ,言 葉

の式にまとめさせる。

乗数を整数にするには何倍

すればょいかを考えさせ

る。

３
　

　

本

時

1/10の位までの刀ヽ数

どうしをかける筆算

のしかたを理解す

る。

□ ②整数の乗法の筆算の仕

方に帰着して,1/10の 位まで

の小数どうしをかける筆算の

仕方を考えている。

(比較検討後のノート)

整数の乗法の筆算の仕方に

帰着して,被 乗数と乗数を

10倍して積を1/100すると

答えが出せることを説明す

るとともに, 間 違つた答

えは積を1/10していること

を説明している。

整数の乗法の彗算の仕方

に帰着して,絞 乗数と乗

数を10倍して積を1/100

すると答えが出せること

を説明している。

まとめの段階で,整 数X整

数の筆算の仕方と対比させ

て,何 倍すればいいかを考

えさせる。

4 1/10の位までの小数

をかける計算の仕方

が分かる。

園②1/10の位までの小数ど

うしをかける筆算ができる。

(計算練習時のノート)

積の大きさを見積もり,見

当をつけてから,小 数X小

数の筆算が正確にできる。

小数X小数の筆算が正確

にできる。

既習事項 (小数X整 数のと

きの末尾の0を処理したり

0を補う場合を想起させ

る。

5 純刀ヽ数をかけると,

積は被乗数より小さ

くなることを理解す

る。

園 ②数直線上の乗数の大き

さと関係付けて,被 乗数と積

の大小関係について考えてい

る。 (比較検討後,数 直線を

数直線上に数量関係を表現

し,被 乗数と積との関係

を,数 を一般化して説明し

ている。

数直線上に数量関係を表

現し,被 乗数と積との関

係を,1.8と 0.8の場合で

説明している。

友達の説明をもとに数直線

上に表させて,視 覚的に捉

えさせる。
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使つて各自が説明をする場

面)

6 辺の長さが小数の場

合も面積公式が適用

できることを理解す

る。

国 ①長方形の辺の長さが小

数の場合も,面 積公式を適用

して面積を求められることを

理解している。

(まとめる場面のノー ト)

辺の長さが小数の場合も,

面積公式を適用して面積が

求められることが分かり,

長方形の面積の求め方を説

明している。

辺の長さが小数の場合

も,面 積公式を適用して

面積が求められることを

理解している。

1辺が l mlnの正方 形が

何個あるかで考えさせる。

小数の場合でも,交

換,結 合,分 配法員」

が成り立つことを理

解する。

囲 ③小数の場合でも,交

換,結 合,分 配法貝Jが成り立

つことを理解している。

(練習問題時のノート)

小数の乗法において,交

換,結 合,分 配法貝」が成り

立つことが分かり,そ れら

を用いて能率的に計算する

仕方を理解している。

小数の乗法において,交

換,結 合,分 配去貝Jが成

り立つことを理解してい

る。

□O△ に実際に小数を当て

はめさせて計算させる。

小数のかけ算の問題

作りを行い,学 習内

容の理解を深める。

囲 ①原題を基にして自分で

文章問題を作り,小 数の乗法

が用いられる場面を理解して

いる。 (行動観察・ノート)

これまでに学習した内容を

積極的に生かし,関 連づけ

て小数の乗法の問題を作る

ことができる。

これまでに学習したこと

をもとに,小 数の乗法の

問題を作ることができ

る。

原題の数値を変えてみるよ

うに促す。

学習内容に習熱す

る。

園②乗数が小数の乗法計算

ができる。

(行動観察・ノート)

積の大きさを見積もり,見

当をつけてから乗数が小数

の乗法計算が正確にでき

る。

乗数が小数の乗法計算が

正確にできる。

小数点の位置や0の処理,

0を補うなどの既習事項を

確認させる。
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算数学習プリント 小 数のかけ算

1 筆 算のしかたをまとめよう。

塵塞シ警錮   [小 数点]

2.3            23  … 右へ 1けたうつす

X2.8           X28・ …右へ 1けたうつす

1 8 4

4 6

1 8 4

4 6

6。44  ‐        ｀ 1644  …
左へ2けたうつす

① 2 . 3を

② 2 , 8を

③整数

④ 6 4 4 を

2 線 習しよう。

①  2.5

X l . 3

②  l . 4

X 4 2
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